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米国株の今後のカギを握る米企業決算の注目点
ポイント①米企業決算への市場の期待は低い

米国株の今後のカギを握る米企業の決算発表が
本格化します。23年4-6月期のS&P500企業の
予想EPS成長率は6月30⽇時点で前年同期比
8.7％減となっています。世界的な金融引き締めに
よる製造業の景況感悪化を受けて、4-6月期の同
成長率は4月7⽇時点（6.3％減）と比べ下方
修正されています（右上図）。また、FRB（米連
邦準備制度理事会）の高金利政策が長期化す
ることへの懸念から、先々の同成長率も下振れ傾
向にあり、米企業決算に対する投資家の期待は低
いと考えられます。

ポイント②事前予想を上回る決算となる傾向

ただ、米企業決算は事前予想に対して実績が上
振れる傾向が続いていることは⾒逃せないポイント
です。新型コロナ感染拡大で世界がパニックとなった
20年1-3月期こそ、実績が事前予想を下回る結
果となりましたが、その後は23年1-3月期まで12四
半期連続で、実績が事前予想を上回る結果となっ
ています（右下図） 。

足元の米国株はPER（株価収益率）主導の期
待先行の株高となっており、今回の決算発表におい
て業績面での上振れが確認できるかが焦点です。
業種別では、コミュニケーション・サービスの増益転
換（前年同期比12.4％増）が⾒込まれているほ
か、情報技術も2四半期連続で減益幅が縮小
（同4.6％減）するとみられており、時価総額比
率の高いハイテク株を中心に業績の持ち直しが期
待されます（Bloomberg予想、6月30⽇時点）。
生成AI（人工知能）の急速な普及などもあり、ハ
イテク企業を中心に先行き業績への明るい⾒方が
広がれば、米国株の上昇持続をサポートしそうです。

期間：2023年4月7⽇～2023年6月30⽇、週次
・2023年Q2（4-6月期）～2024年Q1（1-3月期）のEPS成長率が対象
・予想EPS成長率は前年同期比（Bloomberg予想）
（出所）Bloombergより野村アセットマネジメント作成

期間：2020年Q1（1-3月期）～2023年Q1（1-3月期）、四半期
・事前予想は決算期終了直前週の数字を使用
・EPS成長率は前年同期比
（出所）Bloombergより野村アセットマネジメント作成

S&P500企業の予想EPS（1株当たり利益）成長率

S&P500企業のEPS成長率の事前予想と実績値との差
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